
意

厚

☆
次
回
に
期
待
し
た
い
中
筋
栄
一

柴
田
昨
年
に
引
き
続
い
て
、
全
般
的

に
活
発
に
活
動
を
し
て
い
る
人
が
少
な

い
で
す
ね
。
こ
れ
と
い
っ
た
人
が
い
な

い
…
Ｏ

出
谷
前
回
も
名
前
を
出
し
た
ん
だ
け

ど
、
神
戸
コ
ン
サ
ー
ト
協
会
の
中
筋
栄

一
・
地
元
に
お
い
て
、
単
な
る
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
業
だ
け
で
な
く
、
永
年
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
活
動
を
続
け
て
き
た
功
績
を

ぼ
く
は
評
価
し
た
い
。

小
石
〃
縁
の
下
の
力
持
ち
″
と
い
う

タ
イ
プ
だ
ね
。
そ
ろ
そ
ろ
評
価
し
て
あ

げ
た
い
と
い
う
気
は
す
る
が
、
今
年
は

特
に
目
立
っ
た
活
動
と
い
う
の
は
し
て

い
な
い
な
。
賞
の
性
格
上
該
当
者
に
当

て
は
ま
ら
な
い
の
で
は
…
。

弾配

く音楽評論家＞

出谷啓

蛎
面
回

悪

く音楽評論家＞

柴田仁

聯 鶏
＆

恋■

f歯;；幽
欝蕊

選考委員

ブ
ル
ー
メ
ー
萱

月
刊
神
一
戸
っ
子

雲
霞
談
喜
菱
以

１
５０
１

癖
灘
鱗
鱗
鐘

く音楽評論家＞

小石忠男

☆
人
材
不
足
の
声
楽
部
門

柴
田
大
前
哲
（
作
曲
）
は
？

小
石
昨
年
は
「
現
代
の
波
」
の
み

で
、
新
し
い
作
品
は
出
し
て
い
な
い
。

名
古
屋
フ
ィ
ル
の
指
揮
者
、
岡
田
司
は
、

名
古
屋
フ
ィ
ル
で
き
び
し
い
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
有
望
株
で

す
よ
。

出
谷
彼
は
ダ
ー
ク
ホ
ー
ス
的
存
的
で

た
だ
残
念
な
の
は
大
阪
と
名
古
屋
中
心

の
活
動
が
多
く
、
地
元
神
戸
で
は
知
名

度
が
少
な
い
。

小
石
ま
あ
指
揮
者
っ
て
い
う
の
は
、

声
楽
な
ん
か
と
比
べ
る
と
息
が
長
い
か

ら
ね
。
去
年
は
神
戸
で
オ
ペ
ラ
を
ふ
っ

て
好
評
を
受
け
た
し
、
こ
れ
か
ら
で
も

チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
。

叙
情
性
豊
か
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

青
井
彰
に
Ｉ
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＃

出
谷
鈴
木
雅
明
（
オ
ル
ガ
ン
）
、
坂
本

恵
子
（
ピ
ア
ノ
）
、
田
中
修
二
（
ピ
ア

ノ
）
あ
た
り
が
若
手
で
将
来
期
待
で
き

る
候
補
と
言
え
る
。

柴
田
テ
レ
マ
ン
室
内
管
弦
楽
団
と
の

協
演
で
、
フ
ル
ー
ト
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
に

意
欲
的
な
吉
岡
美
恵
子
。
そ
れ
に
前
衛

的
な
オ
。
ヘ
ラ
グ
ル
ー
プ
、
ア
ラ
・
デ
イ

・
コ
ウ
ベ
も
挙
げ
た
い
。

出
谷
ほ
か
に
声
楽
と
い
う
と
小
村
亮

三
ぐ
ら
い
だ
が
、
昨
年
の
リ
サ
イ
タ
ル

は
も
う
一
つ
だ
っ
た
。
う
ま
く
は
な
っ

て
い
る
が
、
声
量
が
だ
ん
だ
ん
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
感
じ
。
日
本
の
歌
手

は
、
生
命
が
短
か
い
よ
。

小
石
範
囲
を
尼
崎
ま
で
広
げ
る
な
ら

ば
、
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
の
荒
田
花
子
が
い

る
。
大
変
な
美
声
の
持
ち
主
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
の
活
躍
も
十
分
期
待
で
き
る

と
思
う
。

出
谷
し
か
し
、
昨
年
何
か
新
し
く
実

績
が
あ
っ
た
か
を
考
え
る
と
…
…
難
し

い
と
こ
ろ
だ
な
。

こ
う
挙
げ
て
み
る
と
〃
帯
に
短
か

し
、
た
す
き
に
長
し
″
で
す
な
。
年
齢

的
に
も
幅
が
広
い
。

柴
田
ピ
ア
ノ
の
青
井
彰
は
昨
年
田
崎

ホ
ー
ル
で
と
て
も
良
い
演
奏
を
し
ま
し

躍溺罰舞葡

5１

§ 霞
群

③受賞者メモリアル

1 ．ピアノ／田原富子９．ピアノ／山内
2 ．合唱指導／矢野恵一郎１０．声楽／松本

3 ．バレエ／上月倫子‘１１．ピアノ／伊藤
4 ．バレエ／今岡煩子１２．声楽／井上

5 ．音楽評論／小石忠男ユ3．プロデュース／末広
6 ．作曲／中村茂隆１４．声楽／安芸
7 ．ピアノ／関晴子１５．指抑／延原
8 ．声楽／坂本環１６．指抑／中西

子
三
ミ
世
夫
子
春
覚

鈴
幸
ル
和
光
極
武

肝

嵯盛蝿

寓蕊

ホ
ー
ル
で
の
青
井
彰
の
成
長
を
評
価
し

た
い
と
思
う
。
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
や
シ
ュ

ー
マ
ン
の
叙
情
的
な
曲
が
得
意
で
、
こ

れ
か
ら
も
期
待
で
き
る
。

小
石
実
績
上
で
も
、
全
国
各
地
で
随

分
リ
サ
イ
タ
ル
活
動
を
し
て
い
ま
す
ね

出
谷
性
格
的
に
も
目
立
た
な
い
タ
イ

プ
の
人
な
ん
だ
け
れ
ど
、
ピ
ア
ノ
が
好

き
だ
と
い
う
の
が
観
客
に
伝
わ
っ
て
く

る
よ
う
な
演
奏
だ
。

柴
田
今
年
も
宝
塚
ベ
ガ
ホ
ー
ル
を
は

じ
め
、
精
力
的
に
活
動
の
予
定
が
あ
る

と
か
。
有
望
株
の
彼
を
受
賞
者
と
い
う

こ
と
で
決
定
し
ま
し
ょ
う
。

出
谷
し
か
し
、
関
西
は
ま
だ
ま
だ
若

い
音
楽
家
が
少
な
い
。
ど
う
し
て
も
学

校
、
リ
サ
イ
タ
ル
の
場
が
首
都
へ
集
中

し
て
し
ま
う
の
が
問
題
だ
ろ
う
。

柴
田
そ
う
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味

で
も
神
戸
を
は
じ
め
地
方
は
も
っ
と
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
育
成
に
力
を
注
ぐ
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
ね
。
八
文
中
敬
称
略
Ｖ

' 8 7 年、１月に行われた田崎ホールで青井彰の演奏風景

鎧屑識豊鶏鶴

た
。
彼
は
コ
ン
サ
ー

ト
の
度
に
上
手
く
な

っ
て
い
る
。

出
谷
該
当
者
と
し

て
は
、
若
す
ぎ
て
し

ま
う
け
れ
ど
畑
儀
文

（
声
楽
）
も
い
い
も

の
を
持
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
昨
年
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
音
楽
賞

を
受
賞
し
、
そ
の
記

念
リ
サ
イ
タ
ル
を
開

い
た
右
近
恭
子
（
ピ

ア
ノ
）
と
い
っ
た
と

こ
ろ
か
な
。

☆
コ
ン
サ
ー
ト
の
た

び
に
成
果
を
あ
げ
て

い
る
青
井
彰
に

柴
田
私
は
昨
年
一

月
に
行
わ
れ
た
田
崎

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ブ
ル
ー
メ
ー
誉

輔
l７
１ｌｌｌ

☆
一
つ
の
節
目
を
感
じ
さ
せ
た

昨
年
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界

小
泉
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
が

妬
年
で
区
切
り
を
つ
け
ま
し
た
ね
。

荒
津
Ｋ
・
Ｆ
。
Ｃ
は
妬
年
間
よ
く
頑

張
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
ね
。

藤
本
地
場
産
業
と
連
携
し
て
来
た
と

い
う
こ
と
は
、
評
価
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

福
富
西
脇
の
播
州
織
へ
の
Ｋ
・
Ｆ
。

Ｃ
の
働
き
か
け
は
、
大
変
意
義
の
あ
る

も
の
で
し
た
か
ら
ね
。

藤
本
実
験
的
に
Ｋ
・
Ｆ
。
Ｃ
が
仕
掛

け
、
大
変
注
目
を
集
め
た
の
で
す
か
ら
。

小
泉
同
時
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

福
富
若
い
人
の
ア
イ
デ
ア
は
な
か
な

か
よ
か
っ
た
で
す
ね
。

Ｋ
、
Ｆ
・
Ｃ
．

小
泉
藤
本
ハ
ル
ミ
の
シ
ョ
ー
が
、
昨

年
は
２
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

藤
本
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
の
シ

ョ
ー
に
は
、
神
戸
の
方
が
東
京
の
方
を

た
く
さ
ん
紹
介
し
て
く
だ
さ
り
、
外
国

の
方
も
大
勢
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

し
、
昼
。
夜
、
思
い
が
け
ず
盛
会
で
、

や
り
が
い
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

大
阪
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
は
フ
ロ
ア
シ

ョ
ー
と
い
う
形
だ
っ
た
の
で
す
が
、
舞

台
と
の
違
い
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
が

分
か
り
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

小
泉
大
里
最
世
子
が
昨
年
も
楽
し
い

シ
ョ
ー
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
ね
。
ニ

ッ
ト
の
手
編
み
サ
ロ
ン
の
市
野
木
江
充

子
が
、
生
徒
た
ち
に
よ
る
シ
ョ
ー
を
開

い
た
の
は
ユ
ニ
ー
ク
だ
と
思
い
ま
す
。

日
軸
刊
油
些
戸
っ
子

選
考
座
談
会
ハ
フ
ァ
ッ
・
ソ
ョ
ン
部
門
〉

’
5２
１

地
元
と
組
ん
だ
旧
年
の
歩
み
に

藤
井
美
智
子
は
昨
年
、
シ
ル
ク
地
、
浴
衣

の
洋
服
の
シ
ョ
ー
を
開
い
て
い
ま
す
。

荒
津
但
馬
ち
り
め
ん
に
も
注
目
を
し

て
、
洋
服
を
作
る
研
究
を
し
て
い
ま
す

よ
。
同
様
に
、
中
島
正
義
は
紳
士
服
の

仕
立
て
を
試
み
て
い
ま
す
。

小
泉
Ｋ
・
Ｆ
。
Ａ
の
発
案
で
〃
フ
ァ

ッ
シ
ァ
ン
シ
ョ
ー
″
に
替
わ
っ
て
〃
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
〃
が
開
か
れ
ま

し
た
が
、
盛
況
で
、
若
い
世
代
は
お
し
ゃ

れ
で
す
ね
。
た
だ
、
私
は
、
市
民
と
Ｋ

・
Ｆ
ｏ
Ａ
と
の
接
点
が
な
く
な
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
残
念
な
気
が
し
ま
す
。

藤
本
私
は
、
社
交
の
場
の
少
な
い
日

本
で
、
あ
の
よ
う
な
パ
ー
テ
ィ
は
い
い

と
思
う
。
け
れ
ど
も
〃
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
〃
と
名
付
け
る
な
ら
ば
、
ジ
ャ
ヴ
ァ
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小泉美喜子荒津正美藤本ハルミ福富芳美

８．

９．

１０．

電璽鯵
グ
ル
ー
プ
の
今
年
は
こ
れ
、
ワ
ー
ル
ド

は
こ
ん
な
服
と
い
う
よ
う
に
若
い
人
が

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
競
わ
な
い
と
。
メ
ー

カ
ー
が
社
員
に
着
せ
る
ん
で
す
よ
。
会

社
の
パ
ー
テ
ィ
に
な
っ
て
い
い
と
思

う
。
そ
れ
と
感
じ
た
の
は
、
男
の
子
の

お
酒
落
。
そ
れ
に
比
べ
て
女
の
子
は
よ

く
な
か
っ
た
。
〃
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
〃
と
名

が
付
い
て
い
る
ん
だ
し
、
一
線
越
え
た

お
栖
落
を
し
て
欲
し
か
っ
た
。

荒
津
第
一
回
で
し
た
か
ら
〃
迷
い
〃

も
あ
っ
た
の
で
は
。
私
自
身
、
今
度
は

蝶
ネ
ク
タ
イ
に
し
よ
う
″
と
思
い
ま
し

た
か
ら
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
意
義
が

あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

☆
刷
年
の
歩
み
を
評
価
し
て

Ｋ
・
Ｆ
・
Ｃ
に

小
泉
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
の
社
屋

は
、
ど
こ
も
素
晴
ら
し
く
外
国
へ
行
っ

た
よ
う
で
す
ね
、
川
上
勉
の
オ
ー
ル
ス

タ
イ
ル
〃
モ
ー
ド
ピ
ア
″
は
新
谷
誘
紀

蝿

"愈蕊鍵

■
７
旬
■
■
■
■

『
■
上
⑨
堂
冗
『
Ｊ
△
“
処
一
頁
〕
Ｒ
ｕ
ワ
〃

さ
ん
の
、
体
の
彫
刻
が
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク

で
建
築
環
境
賞
は
嬉
し
い
で
す
ね
。
又
、

建
築
文
化
賞
を
ユ
ー
ハ
イ
ム
、
ア
バ
ン
、

大
月
真
珠
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

荒
津
そ
う
い
う
場
所
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
を
す
る
工
夫
が
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。
や
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

小
泉
例
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
課
が
あ
る

の
で
す
か
ら
、
神
戸
市
に
〃
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
課
″
を
設
け
て
、
シ
ョ
ー
も
何
ら

か
の
形
で
続
け
て
欲
し
い
で
す
ね
。
で

は
、
今
年
の
賞
で
す
が
、
市
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
都
市
宣
言
か
ら
妬
年
間
、
続
け

て
活
動
し
て
来
た
Ｋ
・
Ｆ
ｏ
Ｃ
に
贈
る

と
い
う
こ
と
で
い
か
が
で
し
ょ
う
。

荒
津
私
も
そ
れ
が
い
い
と
思
い
ま
す

藤
本
地
元
に
注
目
し
、
継
続
し
て
仕

事
を
す
る
の
は
大
変
な
こ
と
で
す
。

福
富
今
後
の
活
躍
に
も
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

八
敬
称
略
Ｖ西脇のコットンを使ったショー風景

選考委員●受賞者メモリアル
服飾デザイナー／藤本ハルミ
神戸市心身障害福祉センター／米田博司
ニットデザイナー／市野木江充子
コゥベジュニアテーラーズクラプ／K E r c
アートフラワー／太田タマコ
コウベファッションソサエティ／K ､ F ､ S ・
パール／| 夢延珠の街・神戸」を考える
プロジ差クトチーム
家具／神戸市家具青年部会
コウベファッションモデリスト／K , F ､ Ｍ・
書道家／望月美佐
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躍
進
を
つ
づ
け
る
明
日
の
神
戸
を
創
る

☆祝月刊神戸つ子2 7 周年肥念

ハ
イ
カ
ラ
神
戸
の
伝
統
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
創
意
を
加
え
て

虹
世
紀
の
神
戸
の
発
展
を
め
ざ
し
ま
す
１
．
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⑪祝・月刊神戸っ子創刊2 7 周年

１
５５
１

株
式
会
社
ワ
ー
ル
ド

代
表
取
締
役
社
長
畑
崎
贋
敏

神
戸
市
中
央
侭
港
島
・
中
町
六
’
八
’
一

電
話
（
○
七
八
）
三
○
二
’
三
一
一
一

株
式
会
社
ノ
ー
リ
ッ

代
表
取
締
役
社
長
太
田
敏
郎

神
戸
市
中
央
区
明
石
町
狸
番
地

砿
話
（
○
七
八
）
三
九
一
‐
・
一
一
一
三
一
九

財
団
法
人
井
植
記
念
会

理
事
長
井
植
貞
雄

神
戸
市
垂
水
区
青
山
台
－
１
一
二
’
一

電
話
（
○
七
八
）
七
五
一
’
五
一
二
六
’
七

ア
ー
バ
ン
ラ
イ
フ
株
式
会
社

取
締
役
社
長
辰
瀬
吉
彦

大
阪
市
浦
区
市
船
濁
四
－
四
Ｉ
定

電
話
（
○
六
）
二
四
四
ｌ
》
○
二

森
真
珠
株
式
会
社

代
表
取
締
役
森
隆

神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
哩
ｉ
二
四
’
一
○

電
話
（
○
七
八
）
え
四
一
・
・
気
一
一
・
五

㈲
ク
レ
セ
ン
ト
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル

代
表
取
締
役
王
柏
林

神
戸
市
中
央
Ⅸ
布
引
町
雫
１
．
１
巽

電
話
（
○
七
八
）
二
二
・
‐
，
○
七
輩
．
’
㈹

神
戸
地
下
街
株
式
会
社

取
締
役
会
長
宮
崎
辰
雄

取
締
驚
貰
長
島
隆

神
戸
市
、
．
央
区
三
宮
町
や
Ｉ
噌
○
Ｉ
一

躍
話
６
七
八
）
一
一
垣
九
一
ｉ
四
○
二
囚

株
式
会
社
木
下
員
珠

代
褒
取
締
役
木
下
章
夫

神
戸
市
中
央
区
山
本
通
－
１
七
！
七

砥
話
（
○
七
八
）
一
三
一
・
・
○
四
八
七

横
山
倉
庫
株
式
会
社

取
締
役
社
長
横
山
吉
雄

神
戸
市
中
央
区
磯
上
通
八
’
一
‐
・
五

電
話
（
○
七
八
）
鰹
一
三
一
・
五
三
一
一

自
民
党
副
粋
索
長

衆
議
院
議
員
石
井
一

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
四
’
’
’
十
一
一

電
話
（
○
七
八
）
三
一
一
壷
・
‐
九
○
喧
七

九
○
一
八

株
式

会
社

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸

神
戸
市
中
央
区
波
止
場
町
四
八
番
地

メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク

電
話
（
○
七
八
）
三
垣
三
．
，
○
三
一

光
印
刷
株
式
会
社

取
締
役
社
長
南
部
圭
三

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
一
誼
．
‐
一
』
ハ
ー
ー
ニ

電
話
（
○
七
八
）
三
二
一
ｌ
一
五
五
》
㈹

自
民
党
兵
庫
県
連
会
長

衆
議
院
議
員
砂
田
重
民

神
戸
中
央
区
下
山
手
通
二
Ｉ
一
三
’
三

林
第
一
ピ
ル
４
階

篭
話
（
○
七
八
）
三
二
一
‐
，
三
三
一
二

株
式
会
社
ラ
ジ
オ
関
西

取
締
役
社
長
山
崎
進

神
戸
市
須
磨
区
行
幸
町
一
’
一
’
六

電
話
（
○
七
八
）
七
這
一
’
四
三
二
一
脚

樽
本
産
業
株
式
会
社

些
爺
締
役
樽
本
久

神
一
星
巾
山
央
区
相
生
町
四
‐
，
一
胆
－
１
韮

神
戸
ス
ト
：
ク
ピ
ル
、
６
四
号

電
話
（
○
七
八
）
三
七
一
’
○
六
六
一

神戸
っ子
アー
カイ
ブ
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作品／植松圭二

躍
進
を
つ
づ
け
る
明
日
の
神
戸
を
創
る

先
取
の
気
性
に
富
む
先
人
た
ち
の

伝
統
を
今
日
に
受
け
継
ぎ

皿
世
紀
の
神
戸
の
発
展
を
め
ざ
し
ま
す
１
．

☆祝月刊神戸っ子2 7 周年記念
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日
用
品
雑
貨
卸
商
社

今
西
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
今
西
恭
展
友
藤
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役
友
藤
順
義

①祝・月刊神戸っ子創刊2 7 周年
株
式
会
社
ユ
ー
ハ
イ
ム

新
栄
開
発
株
式
会
社

健
康
充
電
基
地
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
有
馬
一
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
株
式
会
社
一
未
生
流
玉
光

株
式
会
社
神
明

兵
庫
県
技
術
士
会

エ
ム
．
シ
‐
シ
ー
食
品
護
一
神
戸
ぉ
嬉
誕
並
噸
雲
夫
一
野
軒
上
‐
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
水
垣
宏
隆

代
表
取
締
役
会
長
藤
尾
豊

電
話
（
○
七
八
）
四
五
一
’
一
四
八
一
（
代
）

神
戸
市
東
灘
区
深
江
浜
町
認
番

取
締
役
社
長
河
本
武
一
代
表
取
締
役
社
長
宮
岡
寿
雄

代
表
取
締
役
中
内
博

会
長
坂
田
元
記

電
話
（
○
七
八
）
三
○
二
’
一
○
○
一

神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
七
－
七
’
四

電
話
（
○
七
八
）
三
七
一
’
二
一
三
一

神
戸
市
中
央
区
海
岸
通
六
’
一
’
一
○

電
話
（
○
七
八
）
九
○
四
’
○
○
一
七

神
戸
市
北
区
有
馬
町
石
倉
四
○
六
’
三

神
戸
市
長
田
区
菅
原
通
一
’
六

電
話
（
○
七
八
）
五
七
六
’
三
五
五
六

株
式
会
社
坂
田
技
術
研
究
所
内

開
発
セ
ン
タ
ー

株
式
会
社
神
戸
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
｜
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社

神
戸
市
須
磨
区
弥
栄
台
一
’
四
’
五

東
神
物
産
株
式
会
社

神
戸
市
兵
庫
区
中
之
島
一
－
－
－
一

神
戸
水
産
物
卸
協
同
組
合
内

電
話
（
○
七
八
）
六
七
二
Ｉ
七
六
○
○

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
六
七
二
１
七
七
六
八

神
戸
市
須
磨
区
中
落
合
二
’
二
’
一

電
話
（
○
七
八
）
七
九
一
－
七
一
○
○
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
七
九
一
’
七
七
三
○

神
戸
中
央
区
北
長
狭
通
三
’
二
’
一
八

電
話
（
○
七
八
）
三
一
二
’
一
○
○
○

電
話
（
○
六
）
三
二
九
’
六
一
六
一

大
阪
市
東
淀
川
区
菅
原
二
’
一
○
’
二
八

代
表
取
締
役
所
司
原
義
久

取
締
役
社
長
冨
永
幹
太

尼
崎
市
南
塚
ロ
町
一
’
七
一
二
三

電
話
（
○
六
）
四
二
九
’
五
一
五
○

大
阪
市
束
区
北
浜
五
’
二
－
一

電
話
（
○
六
）
二
二
二
－
三
三
四
四

神
戸
支
社

ナ
ニ
ワ
印
刷
株
式
会
社

神
戸
一
ｎ
口
央
区
三
宮
町
一
’
四
’
九

電
話
（
○
七
八
）
三
三
一
’
三
九
七
一

電
話
（
○
七
八
）
七
九
二
－
二
○
○
○
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
七
九
一
’
五
五
五
五

電
話
（
○
七
八
）
二
五
一
’
八
一
五
一
㈹

神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
四
’
一
’
一

取
締
役
社
長
上
島
康
男

家
元
谷
村
晃
甫

代
表
取
締
役
西
井
雄
三

神
戸
市
須
磨
区
平
田
町
一
－
一

電
話
（
○
七
八
）
七
三
五
’
三
二
五
六

大
阪
市
北
区
天
満
一
’
九
’
一
九

電
話
（
○
六
）
三
五
一
－
七
二
七
一

支
社
長
直
木
純
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１
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ASl写真展
ナポレオンの生誕地コルシカが生んだ､ 戦前のヨーロッパ写真界の第一人者

潅6~ :令弔鏡蕊２４溌推FえI 輪唱冒一

( 上) ２月３日、オープニングのも
よう。角卓氏、Ａ・レオタール
夫人、Ｊ・ルリエール上院議員。
（写真左より）

( 左) 作品「アジャクシオの漁夫」

( 右) オープニング後、会場でのＡ
・レオタール夫人。

( 上) アンジュロトマージ
（1 8 8 3 ～1 9 5 0 、コルシカ島コルト
市に生る、現、仏文化・通信大臣
の祖父にあたる）第１次世界大戦
前より写真を学び、以後コルシカ
島民の生き様を撮り続けた。彼の
作品の記念切手は今も蒐集家達に
根強い人気がある。日本での作品
展は今回の神戸を皮切りにも東京
・京都で行なわれた。
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噌緯識鍵
守
守
！

英
雄
ナ
ポ
レ
オ
ン
ー
ヴ
ォ
ナ
パ
ル
ト
を
生
ん
だ
小
さ
な
島
、
コ
ル

シ
カ
島
。
半
世
紀
前
の
こ
の
島
の
人
々
の
生
き
様
を
克
明
に
撮
り

続
け
た
写
真
家
、
ア
ン
ジ
ュ
。
ト
マ
ー
ジ
の
写
真
展
が
２
月
３
日

か
ら
８
日
ま
で
、
そ
ご
う
神
戸
店
に
て
開
か
れ
た
。
記
録
と
い
う

よ
り
は
、
む
し
ろ
「
芸
術
」
。
絵
画
的
な
美
し
さ
と
不
思
議
な
立

体
空
間
の
創
造
性
を
秘
め
た
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
世
界
を
、
期
間

中
、
多
く
の
人
が
訪
れ
体
験
し
た
。

昨
年
、
６
月
か
ら
約
３
カ
月
間
、
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
学
校
〃
エ

コ
ー
ル
・
ド
・
ボ
ザ
ー
ル
″
で
「
丹
下
建
三
如
年
の
建
築
と
都
市

計
画
の
歩
み
」
と
い
う
展
示
会
が
催
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
後
援
が

レ
オ
タ
ー
ル
現
文
化
・
通
信
大
臣
で
あ
っ
た
。

変
容
す
る
パ
リ
。
鉱
世
紀
の
都
市
を
目
指
し
て
〃
大
統
領
の
グ

ラ
ン
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
″
が
次
々
と
進
め
ら
れ
る
な
か
で
、
丹

下
建
三
事
務
所
が
手
掛
け
て
い
る
の
は
、
パ
リ
の
東
部
に
位
置
す

る
イ
タ
リ
ー
広
場
の
文
化
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
実
際
の
パ
リ
で
そ

の
任
務
に
あ
た
る
山
本
副
社
長
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
際
性
に
つ
い

’
5９
１

一
パ
リ
、
そ
し
て
神
戸
：
．

写
真
展
開
催
に
あ
た
り
来
日
し
た
令
嬢
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
・
レ

オ
タ
ー
ル
・
ト
マ
ー
ジ
夫
人
（
“
し
趣
儲
召
診
竺
を
訪
ね
、
写
真
展

実
行
委
員
会
の
中
心
で
あ
る
画
家
、
角
卓
氏
癖
読
謎
塞
、
丹
下
建

三
建
築
設
計
事
務
所
の
山
本
副
社
長
に
も
同
席
い
た
だ
い
て
懇
談

の
場
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

ニ
ー
ス
に
始
ま
り
、
今
回
で
も
う
皿
回
を
超
す
ア
ン
ジ
ュ
・
ト

マ
ー
ジ
写
真
展
の
そ
も
そ
も
の
提
案
者
は
、
彼
の
孫
で
あ
り
マ
ダ

ム
の
令
息
で
も
あ
る
レ
オ
タ
ー
ル
文
化
。
通
信
大
臣
で
あ
る
ら
し

い
。
現
在
コ
ル
テ
の
宮
殿
に
保
存
さ
れ
て
い
る
約
４
万
点
の
中
か

ら
展
覧
会
の
た
び
に
選
ぶ
の
だ
そ
う
だ
。
ま
た
、
一
九
八
九
年
に

は
新
た
な
写
真
集
を
発
行
す
る
予
定
も
あ
る
。
「
現
在
で
は
見
ら

れ
な
く
な
っ
た
島
民
の
風
習
や
風
俗
と
い
っ
た
〃
生
活
″
あ
る
い

は
、
宗
教
的
行
事
。
こ
の
２
点
に
重
点
を
置
い
て
企
画
中
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
た
。
当
時
は
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
や
露
出
計
も
な
か
っ

た
時
代
で
あ
り
「
車
で
父
と
兄
と
連
れ
だ
っ
て
出
か
け
、
周
囲
の

自
然
条
件
が
整
う
ま
で
待
つ
の
が
子
供
の
私
に
は
苦
痛
だ
っ
た
」

と
思
い
出
も
。
「
娘
に
厳
し
い
父
」
で
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
「
写
真

展
会
場
に
飾
ら
れ
た
父
自
身
の
写
真
（
前
頁
）
の
、
何
か
他
の
も

の
を
見
つ
め
て
い
る
よ
う
な
眼
差
し
が
好
き
で
す
」
と
言
い
き
っ

た
マ
ダ
ム
の
誇
ら
し
げ
な
笑
顔
が
印
象
的
だ
っ
た
。

§
i感瞬；

灘
．
＆
父
ア
ン
ジ
ュ
・
ト
マ
ー
ジ
を
語
る

蕊■L n Ａ

Ａ ･ レオタール夫人角卓氏山本副社長
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｜
Ｂ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ー
日
仏
芸
術
文
化
交
流
へ
Ｉ

て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
係
し
て
い
る
の
は
、
殆
ん
ど
が
フ
ラ
ン
ス

プ
レ
ー
ン

人
以
外
の
外
国
人
で
す
。
人
種
に
関
係
な
く
優
秀
な
頭
脳
を
投
入

し
よ
う
と
す
る
姿
勢
、
そ
し
て
様
々
な
芸
術
の
ジ
ャ
ン
ル
が
自
由

に
出
た
り
入
っ
た
り
で
き
る
点
。
そ
う
い
っ
た
も
の
を
自
然
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
に
魅
力
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
機

能
性
以
外
に
隣
と
の
関
係
、
つ
ま
り
都
市
計
画
の
調
和
性
で
す
。

共
通
の
広
場
を
創
る
こ
と
が
都
市
設
計
の
基
本
に
あ
り
常
識
化
し

て
い
ま
す
。
き
れ
い
な
街
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
市
民
の
自
覚
が
あ

る
ん
で
す
よ
」

そ
し
て
、
神
戸
に
つ
い
て
は
「
新
し
い
文
化
を
築
い
て
い
く
バ

イ
タ
リ
テ
ィ
と
古
い
良
い
も
の
を
持
っ
た
、
個
性
の
あ
る
い
い

街
。
今
回
の
写
真
展
も
東
京
・
京
都
に
先
駆
け
て
、
ま
ず
神
戸
で

開
催
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
り
ま
す
ね
」
と
。

芸
術
文
化
交
流
の
大
切
さ
が
語
ら
れ
た
。

続
い
て
マ
ダ
ム
。
Ａ
・
レ
オ
タ
ー
ル
よ
り
御
礼
の
言
葉
と
ジ
ャ

ッ
ク
・
ル
リ
ェ
ー
ル
上
院
議
員
か
ら
も
相
次
い
で
あ
い
さ
つ
が
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
カ
デ
ミ
ー
を
代
表
、
出
席
さ
れ
ル
リ
エ
ー
ル
議
員

か
ら
は
角
氏
に
勲
章
が
授
け
ら
れ
同
時
に
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
に
推

挙
さ
れ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
カ
デ
ミ
ー
と
は
、
マ
ダ
ム
・
ダ
ガ
ー
ジ
ョ
に
よ

り
一
九
七
九
年
に
設
立
さ
れ
た
研
究
機
関
で
あ
り
、
現
在
は
５
つ

の
大
陸
、
印
力
国
に
ま
た
が
っ
て
活
動
が
な
さ
れ
て
い
る
。
数
多

く
の
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
有
す
る
諸
氏
が
所
属
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
そ
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
が
窺
え
る
。

や
が
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
終
え
、
父
の
撮
っ
た
一
枚
一
枚
を
静

か
に
見
つ
め
る
マ
ダ
ム
。
Ａ
・
レ
オ
タ
ー
ル
。
コ
ル
シ
カ
島
か
ら

一
万
キ
ロ
以
上
も
隔
て
た
異
国
の
地
で
父
の
作
品
に
新
た
な
何
か

を
発
見
し
た
だ
ろ
う
か
。

独
立
を
克
ち
取
ろ
う
と
す
る
政
治
混
乱
の
中
で
、
コ
ル
シ
カ
島

を
離
れ
よ
う
と
す
る
人
々
が
多
い
と
聞
く
が
、
ト
マ
ー
ジ
の
残
し

た
「
美
し
い
島
」
が
決
し
て
失
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
遥
か
神

戸
の
街
か
ら
祈
り
を
捧
げ
た
い
。

生田神社にて豆まきの行事に参加

開

鱗 鍵霧識

綴i 繍総灘雛

豆まき姿のＡ，レオタール夫人をかこんで

霧

鱗

２
月
３
日
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
あ
る
。
ま
ず
主
催
者
の
角
卓
氏

か
ら
、
稲
ア
ン
チ
ー
ヴ
で
の
角
氏
の
個
展
が
こ
の
写
真
展
に
導
い

た
こ
と
、
そ
し
て
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
全
て
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
さ
る
、
そ
れ
が
文
化
・
芸
術
で
あ
る
」
と
、

蓬 Ⅲ

生田神社会館で行なわれた「日仏文化交流のつどい」
遡上は貝原兵庫県知事

＊
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ワールド
木口会長

本ル☆
社ベジ
ビ新エ

へ
一

し
、
７
月

か
ら
運
営

す
る
。
船

内
は
一
流

シ
テ
イ
ホ

テ
ル
感
覚

の
設
備
が

整
っ
て
い

て
、
と
て

6１

手
作
り
の
店
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
東
急
ハ
ン
ズ
が
３
月

旭
日
に
生
田
神
社
南
側
に
オ
ー

プ
ン
す
る
。
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
未
公
開
だ
が
、
あ
っ

と
驚
く
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
用

意
し
て
い
る
と
の
事
。

店
内
は
各
フ
ロ
ア
と
も
〃
ス

キ
ッ
プ
フ
ロ
ァ
″
と
名
づ
け
ら

れ
た
三
段
階
に
段
差
を
つ
け
た

構
造
で
、
ま
た
１
Ｆ
に
は
イ
ベ

ン
ト
ホ
ー
ル
を
設
け
る
な
ど
、

空
間
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
、

造
ら
れ
て
い
る
。
メ
イ
ン
で
あ

る
商
品
面
で
は
輸
入
物
に
力
を

入
れ
、
他
店
に
比
べ
約
２
倍
の

品
揃
え
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

☆
第
３
回
〃
ザ
・
和
食
″
開
催

こ
の
と
こ
ろ
注
目
を
集
め
て

い
る
日
本
型
食
生
活
の
優
秀
さ

を
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、

魚
・
野
菜
・
漬
物
・
味
噌
な
ど

関
係
団
体
が
協
力
し
て
、
３
月

即
日
（
日
）
午
前
ｎ
時
ｌ
午
後

３
時
、
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
内
フ

ィ
ッ
シ
ュ
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

☆
東
急
ハ
ン
ズ
が

三
宮
に
オ
ー
プ
ン

経
済
ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

東急ハンズ三宮産

ダ
ウ
ン
の
新
し
い
顔
と
し
て
㈱

ジ
ェ
ル
ベ
の
新
本
社
ピ
ル
が
初

お
目
見
え
。

建
築
家
安
井
忠
生
氏
の
設
計

は
、
新
し
い
誕
生
を
意
図
す
る

〃
卵
″
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
も

の
で
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
メ
ー
カ

ー
ら
し
く
、
色
彩
感
も
豊
か
な

表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
性
を
重
視
し

て
い
く
と
い
う
方
針
か
ら
、
販

売
員
各
自
が
自
ら
仕
入
れ
を
行

う
と
い
う
形
態
や
、
発
想
段
階

で
今
ま
で
と
違
っ
た
も
の
に
力

を
入
れ
て
ゆ
く
。

かわいい人がいるもんだ｡ チラと貝ﾄ
げる目線がいい。ほんの少しの恥じらい
も、人の心を和ませる。
「スーパードライが好調で、仕事が忙

しくって･ ･ ･ 」と笑う彼女。立教大学の英／、

繍篤纏震慨そ謙譲
ライブするのが趣味だという。動上
「お酒はつきあい程度です……｣はて務￥
さて、これは真実か？ル

、ﾛ／垂水区在住雷水瓶座のＡＢ型

☆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
オ
フ
ィ
ス
レ
デ
ィ
☆
高
木
ゆ
か
り
さ
ん
（
別
）

蝿
峠
》
ラ
ン
ド

匪
鵬
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン

今
回
は
籾
年
フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク

神
戸
大
会
に
協
賛
し
、
売
上
の

一
部
が
同
委
員
会
へ
寄
付
さ
れ

る
予
定
。

画
神
戸
市
経
済
局
商
業
貿
易
課

琶
３
３
１
１
５
１
４
３

☆
双
胴
高
速
ク
ル
ー
ザ
ー
就
航

淡
路
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
㈱
建

造
の
豪
華
ク
ル
ー
ザ
ー
を
神
戸

観
光
汽
船
㈱
が
チ
ャ
ー
タ
ー

ペ
長
ル
完
成

斗
唾
ポ
ー

ジ
巴
ト
ア
イ

鐸
鍛

韓
露
無
誌
韓
瑚
悌
露
簿
趨
騨
無
溌
韓
韓
無
蚊
津
韓
糠
繋
甥
翌
篭
溌
韓
韓
謬
器
稗
群

設
立
以
来
灯
年
、
新
た
な
る

発
展
が
期
待
で
き
る
。

国
中
央
区
港
島
中
町
６
‐
３
１

６
否
３
０
３
１
１
０
１
１

も
豪
華
な
旅
が
楽
し
め
る
。

国
神
戸
観
光
汽
船
㈱

客
３
３
１
１
０
７
８
５
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中
西

延
原

松
本

銘

伊藤ルミさん

覚
八
作
曲
家
Ｖ

園
座
談
会
出
席
者
（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

安
芸
栄
子
八
声
楽
家
Ｖ

伊
藤
ル
ミ
八
ピ
ア
ニ
ス
ト
Ｖ

井
上
和
世
八
声
楽
家
Ｖ

北
浦
洋
子
八
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
Ｖ

ど
芽
と

ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ロ
国
際
文
化
都
市
神
戸
を
考
え
る

音
楽
で
、
神
戸
を
心

〈
唖
〉

■■鍵蕊
蝋

音
楽
は
何
よ
り
ま
ず
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
で
あ
る
べ
き
で
す

ｌ
今
回
は
創
刊
”
周
年
記
念
号
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の

「
国
際
文
化
都
市
神
戸
を
考
え
る
」
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
も

１
６２
１

る

安芸栄子さん

武
春
八
指
揮
者
Ｖ

幸
三
八
声
楽
家
Ｖ

〃
多
国
籍
文
化
都
市
″
神
戸
は
ま
さ
に
芸
術
の
増
渦
で
あ
る
。

先
月
号
で
特
集
し
た
美
術
の
み
な
ら
ず
、
音
楽
に
お
い
て
も
然

り
。
多
く
の
音
楽
家
が
神
戸
を
好
ん
で
在
住
し
て
い
る
こ
と
も
あ

っ
て
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
が

街
の
中
で
鳴
り
響
き
、
日
本
で
も
屈
指
の
音
楽
都
市
と
し
て
そ
の

シ
ー
ン
は
活
況
を
呈
し
て
い
る
。

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
座
談
会
は
、
そ
の
中
で
も
特
に
ク
ラ
ッ

シ
ッ
ク
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
様
方
に
お
集
ま
り
頂
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
の
状
況
や
、
最
近
の
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
界
の
動
向
な
ど

に
つ
い
て
お
う
か
が
い
し
ま
し
た
。
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綴i職i：

騨蕊鑑識灘

も
う
一
度
文
化
の
原
点
を
考
え
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
神
戸
の
芸

術
界
の
特
集
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
前
回
は
美
術
家
の
方
々
に

集
っ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
パ
ー
ト
２
と
い
う
こ
と
で

神
戸
の
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
音
楽
の
お
話
し
を
お
う
か
が
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
最
初
に
み
な
さ
ん
の
活
動
の
状
況
を
お
話
し
下
さ
い
。

延
原
大
阪
で
は
先
日
大
阪
ク
ラ
ブ
の
畑
回
目
の
マ
ン
ス
リ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
神
戸
で
は
「
風
見
鶏
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

で
す
ね
。
神
戸
に
来
て
も
う
超
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
大
阪
と
違

う
の
は
や
は
り
外
国
の
人
が
身
近
に
住
ん
で
い
て
、
国
際
都
市
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
で
す
ね
。

北
浦
昨
年
は
神
戸
が
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
と
姉
妹
都
市
に
な
っ
て
ち

ょ
う
ど
加
周
年
と
い
う
こ
と
で
、
向
こ
う
へ
招
か
れ
て
演
奏
会
を

し
ま
し
た
。
向
こ
う
の
人
は
演
奏
が
終
わ
る
と
、
日
本
の
よ
う
に

花
束
じ
ゃ
な
く
て
、
バ
ラ
の
花
を
一
輪
持
っ
て
来
て
く
れ
る
ん
で

す
。
そ
れ
が
か
え
っ
て
心
暖
ま
る
思
い
で
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。

伊
藤
今
ま
で
神
戸
と
大
阪
を
中
心
に
加
年
間
演
奏
し
て
き
て
、

東
京
で
や
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
昨
年
チ
ェ
コ

の
ヤ
ナ
チ
ェ
ク
カ
ル
テ
ッ
ト
が
来
日
し
た
時
に
、
初
め
て
東
京
文

化
会
館
で
共
演
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
も
音
響
も
素
晴

し
く
て
実
に
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
そ
の
一
週
間
前
に

同
じ
く
チ
エ
コ
の
タ
ー
リ
ッ
ヒ
カ
ル
テ
ッ
ト
と
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
で
演
奏
し
た
ん
で
す
が
、
あ
そ
こ
の
ピ
ア
ノ
は
老
朽
化
し
て
ガ

タ
ガ
タ
。
あ
れ
は
絶
対
に
買
い
替
え
る
べ
き
で
す
よ
。

井
上
私
は
そ
の
東
京
文
化
会
館
の
小
ホ
ー
ル
で
、
２
月
”
日
に

リ
サ
イ
タ
ル
を
す
る
ん
で
す
。
東
京
で
は
過
去
３
回
演
奏
し
て
る

ん
で
す
が
、
結
婚
し
て
か
ら
６
年
間
東
京
で
や
っ
て
い
な
い
の
で
、

行
っ
た
ら
拒
絶
さ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ち
ょ
っ
と
怖
い
気

も
し
て
い
る
ん
で
す
。

松
本
昨
年
は
学
校
を
辞
め
て
時
間
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

東
京
、
大
阪
、
神
戸
の
３
カ
所
で
歌
い
ま
し
た
。
ま
ず
東
京
で
は

バ
リ
オ
ホ
ー
ル
と
い
う
音
楽
専
用
の
ホ
ー
ル
で
歌
っ
た
ん
で
す

が
、
こ
こ
は
素
晴
し
か
っ
た
で
す
ね
。
神
戸
で
は
市
立
博
物
館
で

や
り
ま
し
た
。
音
楽
専
用
ホ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
な
か
な

か
ム
ー
ド
は
あ
り
ま
し
た
よ
。
そ
れ
か
ら
大
阪
の
厚
生
年
金
会
館

松本幸三さん 延原武春さん

鍵

１
６３
１

卿蕊

I織鍵
蕊議蕊

雲 蕊
覚

号号

井上中西

娘ｆ 灘繍
北浦洋子さん

綴篭

和世さん

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



で
す
。
僕
の
場
合
、
神
戸
の
ム
ー
ド
に
慣
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
せ

い
か
、
大
阪
な
ど
で
や
る
と
勉
強
の
発
表
の
場
と
い
う
感
じ
に
な

っ
て
、
ち
ょ
っ
と
し
ん
ど
い
で
す
ね
。
や
は
り
神
戸
で
や
る
の
が

一
番
楽
し
い
。

中
西
昨
年
は
２
つ
の
大
き
な
仕
事
を
し
ま
し
た
。
ま
ず
夏
に
西

宮
で
「
紋
左
衛
門
物
語
」
と
い
う
民
話
を
も
と
に
し
た
オ
ペ
ラ
の

上
演
。
そ
れ
か
ら
秋
に
は
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
用

の
曲
の
発
表
会
を
や
り
ま
し
た
。
ま
た
今
年
の
予
定
と
し
て
は
、

加
月
釦
日
に
西
宮
の
ア
ミ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
兵
庫
県

国
民
文
化
祭
の
合
唱
部
門
の
中
で
オ
。
ヘ
ラ
を
や
る
こ
と
。
６
月
姻

日
は
作
曲
家
グ
ル
ー
プ
の
「
た
に
し
の
会
」
で
童
謡
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
の
開
催
。
ま
た
旭
月
に
は
作
品
の
発
表
会
も
や
り
ま
す
。

安
芸
去
年
は
、
ま
ず
６
月
に
は
「
魔
弾
の
射
手
」
に
出
演
。
８

月
は
九
州
の
霧
島
国
際
音
楽
祭
で
「
夕
鶴
」
。
如
月
に
は
「
ラ
・

ポ
エ
ー
ム
」
。
姐
月
に
は
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
で
オ
ペ
ラ
の
「
信

太
妻
」
を
や
っ
た
ん
で
す
が
、
こ
の
時
は
ホ
ー
ル
に
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
ピ
ッ
ト
が
な
く
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
ね
。
ま
た
今
年
の
予
定

は
、
６
月
の
「
カ
ル
メ
ン
」
出
演
と
、
７
月
の
神
戸
市
立
博
物
館

で
の
リ
サ
イ
タ
ル
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
れ
に
先
立
っ
て

３
，
４
月
に
学
校
の
休
み
を
ね
ら
っ
て
ス
ペ
イ
ン
へ
歌
曲
の
勉
強

を
し
に
行
こ
う
と
も
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
を
盛

り
込
ん
だ
リ
サ
イ
タ
ル
も
ｎ
月
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

さ
っ
き
も
話
に
出
ま
し
た
が
、
神
戸
の
お
客
さ
ん
は
本
当
に
暖

か
い
で
す
ね
。
市
立
博
物
館
の
リ
サ
イ
タ
ル
で
は
、
ぜ
ひ
お
客
さ

ん
に
語
り
か
け
る
よ
う
に
歌
い
た
い
で
す
ね
。

延
原
昨
年
は
す
ご
く
旅
行
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
ま
ず
ロ
ン
ド

ン
の
ク
イ
ー
ン
エ
リ
ザ
ベ
ス
ホ
ー
ル
で
し
よ
、
そ
れ
か
ら
ベ
ル
リ

ン
市
制
伽
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
そ
の
周
辺
の
地
域

を
回
わ
っ
た
り
。
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
帰
っ
て
か
ら
は
韓
国
ソ

ウ
ル
の
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
も
参
加

し
ま
し
た
。
実
は
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
日
本
の
団
体
が
参
加

す
る
の
は
初
め
て
な
ん
で
す
。
今
回
は
我
々
の
他
に
ア
メ
リ
カ
や

フ
ラ
ン
ス
な
ど
も
来
て
い
ま
し
た
が
、
実
に
い
い
感
じ
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
ま
し
た
ね
。
演
奏
会
の
最
後
に
は
会
場
の

み
ん
な
で
韓
国
民
謡
の
大
合
唱
を
し
た
ん
で
す
が
、
向
こ
う
の
人

は
一
般
の
お
客
さ
ん
で
も
実
に
歌
が
う
ま
い
。
韓
国
は
歌
の
レ
ベ

ル
が
高
い
で
す
よ
。
ま
あ
、
最
高
の
親
善
に
な
り
ま
し
た
ね
。

そ
の
時
も
思
っ
た
ん
で
す
が
、
や
は
り
お
客
さ
ん
を
楽
し
ま
せ

る
舞
台
で
な
き
ゃ
だ
め
だ
と
思
う
。
日
本
の
場
合
、
た
だ
音
楽
学

校
で
勉
強
し
た
こ
と
を
発
表
す
る
だ
け
と
い
う
感
じ
で
し
よ
。
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
が
な
い
ん
で
す
よ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
音
楽
家

に
は
そ
れ
が
あ
る
。
日
本
の
音
楽
教
育
は
、
楽
し
ん
だ
り
楽
し
ま

せ
た
り
す
る
こ
と
を
教
え
な
い
で
し
よ
、
だ
か
ら
「
音
楽
が
好
き

で
入
学
し
て
、
嫌
い
に
な
っ
て
卒
業
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る

（
笑
）
。
そ
の
点
、
松
本
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
に
は
彼
の
生
き
ざ
ま
か

ら
に
じ
み
出
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
が
あ
る
。
だ
か
ら
フ
ァ
ン

が
つ
く
ん
で
す
よ
。

松
本
僕
も
こ
こ
で
は
評
価
し
て
い
た
だ
い
て
ま
す
が
、
声
楽
の

専
門
家
諸
氏
に
は
あ
ま
り
評
価
さ
れ
て
い
な
い
ん
で
す
（
笑
）
。
で

も
そ
れ
で
い
い
ん
で
す
よ
。

ス
テ
ー
ジ
を
や
る
上
で
大
切
な
の
は
、
演
奏
家
と
お
客
さ
ん
と

の
接
点
を
作
っ
て
い
く
こ
と
。
つ
ま
り
、
一
般
の
人
に
も
演
奏
家

に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
「
熟
女
塾
」
を
や
っ

て
い
る
ん
で
す
が
、
参
加
者
に
聞
い
て
み
る
と
、
案
外
日
本
の
カ

ラ
オ
ケ
よ
り
イ
タ
リ
ア
の
古
典
の
方
が
歌
い
や
す
い
と
い
う
わ
け

で
す
。
そ
れ
で
一
度
歌
っ
て
み
る
と
、
今
度
そ
れ
を
聞
い
た
時
に

歌
う
以
前
と
全
然
違
っ
て
聞
こ
え
る
と
い
う
。
結
局
そ
れ
が
演
奏

に
参
加
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
に
入
っ
て
い

く
た
め
の
一
番
の
近
道
な
ん
で
す
ね
。

ｌ
さ
っ
き
の
バ
ラ
一
輪
の
話
な
ど
を
聞
く
と
、
ョ
‐
ロ
ッ
パ

で
は
聞
き
手
に
も
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
が
あ
る
と
い
う
感
じ
が

し
ま
す
ね
。

北
浦
向
こ
う
の
子
供
は
遊
び
で
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
を
演
奏
し
て
ま

す
よ
。
だ
か
ら
小
さ
い
時
か
ら
生
活
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
ん
で

す
。子

供
と
言
え
ば
、
こ
の
５
月
に
フ
ァ
ミ
リ
ア
が
「
こ
う
の
と
り

コ
ン
サ
ー
ト
」
と
い
う
胎
教
コ
ン
サ
ー
ト
を
や
る
ん
で
す
。
私
も

参
加
す
る
ん
で
す
が
。

’
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充
実
し
た
音
楽
ホ
ー
ル
と
情
報
セ
ン
タ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

伊
藤
実
は
、
昨
年
共
演
し
た
ヤ
ナ
チ
ェ
ク
か
ら
「
チ
ェ
コ
で
や

ら
な
い
か
」
と
い
う
手
紙
が
来
た
ん
で
す
。
最
初
は
驚
き
ま
し
た

よ
。
な
に
し
ろ
ヤ
ナ
チ
ェ
ク
と
言
え
ば
世
界
の
五
指
に
入
る
カ
ル

テ
ッ
ト
で
す
か
ら
ね
。
で
も
向
こ
う
の
人
は
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
さ
え

合
え
ば
、
私
の
よ
う
な
無
名
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
も
声
を
か
け
て
く

れ
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
面
で
は
実
に
フ
リ
ー
で
す
ね
。
そ
れ
ま

で
持
っ
て
い
た
向
こ
う
の
人
に
対
す
る
固
い
カ
ラ
が
破
れ
た
よ
う

な
思
い
が
し
ま
し
た
。

延
原
東
洋
と
西
洋
で
は
違
っ
て
あ
た
り
前
と
い
う
気
も
し
ま

す
。
向
こ
う
の
演
奏
家
は
そ
れ
で
食
べ
て
い
る
人
が
多
い
か
ら
、

舞
台
に
上
っ
て
い
る
の
が
自
然
な
ん
で
す
よ
ね
。
で
も
日
本
は
違

う
。
日
本
の
場
合
、
文
化
は
民
間
で
や
っ
て
下
さ
い
、
と
い
う
姿

勢
が
あ
る
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
そ
れ
で
生
活
し
て
い
る
人
は
少
な
い

ん
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
日
本
の
状
況
は
特
殊
で
す
よ
。

ｌ
文
楽
な
ど
一
部
国
が
保
護
し
て
い
る
文
化
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
は
そ
れ
で
弊
害
が
出
て
い
ま
す
し
ね
。

松
本
中
西
先
生
は
学
校
の
校
長
を
し
な
が
ら
作
曲
の
仕
事
を
な

さ
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

中
西
実
は
も
っ
と
ヒ
マ
か
と
思
っ
て
た
ん
で
す
が
、
と
ん
で
も

な
い
で
す
ね
。
作
曲
に
は
雰
囲
気
作
り
が
大
切
で
す
が
、
校
長
室

じ
ゃ
ね
え
（
笑
）
。

安
芸
同
じ
声
楽
仲
間
で
結
婚
し
て
い
る
人
が
い
る
ん
で
す
が
、

延
原
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
お
客
さ
ん
は
み
ん
な
大
人
で
す
よ
。
演
奏

家
を
乗
せ
る
の
が
実
に
う
ま
い
。
昔
は
日
本
で
も
歌
舞
伎
の
観
衆

な
ど
は
う
ま
か
っ
た
で
す
が
今
は
だ
め
で
す
ね
。
そ
れ
に
向
こ
う

の
人
は
あ
ま
り
批
評
を
し
な
い
で
し
よ
。
面
白
く
な
き
ゃ
帰
る
だ

け
で
す
よ
（
笑
）
。

中
西
そ
う
、
そ
も
そ
も
演
奏
会
に
行
く
動
機
が
「
楽
し
み
た
い
」

か
ら
で
す
か
ら
ね
。

延
原
そ
う
い
う
意
味
で
東
京
の
観
客
は
世
界
で
最
も
厳
し
い
批

評
家
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
向
こ
う
の
人
は
テ
レ
ビ
で
見

る
の
を
あ
ま
り
好
ま
な
い
。
行
く
の
が
楽
し
い
ん
で
す
ね
。

１
６５
１

彼
女
の
ご
主
人
が
優
し
い
人
で
、
「
君
の
練
習
の
た
め
に
毎
日
夜

７
時
か
ら
９
時
ま
で
、
テ
レ
ビ
も
何
も
か
も
止
め
て
静
か
に
し
て

あ
げ
る
」
っ
て
言
う
わ
け
で
す
。
一
見
理
解
し
て
い
る
よ
う
だ
け

ど
、
実
は
全
然
本
質
が
わ
か
っ
て
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
毎
日
同
じ

時
間
が
空
い
て
い
て
も
練
習
な
ん
て
で
き
る
も
の
じ
ゃ
な
い
。
結

局
一
般
の
人
の
理
解
な
ん
て
そ
の
程
度
な
ん
で
す
ね
。

延
原
日
本
ほ
ど
音
楽
学
校
出
身
者
の
多
い
国
も
珍
し
い
の
に
そ

う
い
う
理
解
は
ま
だ
ま
だ
で
す
ね
。

安
芸
日
本
の
音
楽
学
校
は
卒
業
し
た
ら
そ
れ
で
終
わ
り
で
し
ょ

中
西
卒
業
後
も
音
楽
を
続
け
て
た
ら
、
「
ま
だ
や
っ
て
ん
の
？
」

な
ん
て
言
わ
れ
る
（
笑
）
。

延
原
と
こ
ろ
で
神
戸
は
音
楽
よ
り
も
美
術
の
方
が
先
行
し
て
い

る
と
思
い
ま
せ
ん
か
・
コ
ン
サ
ー
ト
に
し
て
も
大
阪
の
方
が
多
い
。

安
芸
大
阪
の
人
は
ケ
チ
で
す
よ
。
神
戸
で
や
る
と
言
っ
て
も
来

て
く
れ
な
い
。

延
原
音
楽
に
関
し
て
は
神
戸
は
面
白
く
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
外
人
タ
レ
ン
ト
の
コ
ン
サ
ー
ト
だ
っ
て

大
阪
で
は
や
る
が
神
戸
は
避
け
る
で
し
ょ
う
。

伊
藤
ホ
ー
ル
の
問
題
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
大
阪
の
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
な
ん
か
行
く
だ
け
で
も
楽
し
い
で
す
が
、
神
戸
に
は

そ
う
い
う
何
か
を
期
待
さ
せ
る
音
楽
ホ
ー
ル
が
な
い
か
ら
で
す
よ

中
西
最
近
は
作
曲
家
の
個
展
の
よ
う
な
コ
ン
サ
ー
ト
が
よ
く
開

か
れ
て
ま
す
ね
。
ル
ナ
ホ
ー
ル
や
ベ
ガ
ホ
ー
ル
な
ど
が
利
用
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
適
当
な
大
き
さ
の
ホ
ー
ル
が

神
戸
に
は
な
い
で
す
ね
。

松
本
東
京
に
は
座
席
数
を
変
え
ら
れ
る
ホ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

伊
藤
企
業
が
持
っ
て
い
る
小
さ
な
ホ
ー
ル
も
音
楽
に
は
使
い
に

く
い
で
し
よ
。

延
原
剛
ｌ
畑
ぐ
ら
い
の
キ
ャ
パ
の
ホ
ー
ル
が
神
戸
に
も
欲
し
い

ｌ
今
度
の
新
市
庁
舎
に
は
ぜ
ひ
作
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
．

延
原
ま
あ
、
神
戸
は
商
売
上
手
だ
か
ら
、
ホ
ー
ル
の
よ
う
な
採

算
の
合
わ
な
い
も
の
は
作
ら
な
い
か
な
（
笑
）
。

伊
藤
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
は
な
り
ま
す
よ
。

延
原
た
だ
、
演
奏
家
と
し
て
は
ど
ん
な
場
所
で
も
や
ら
な
き
ゃ
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い
け
な
い
と
い
う
の
も
事
実
で
す
。
使
い
わ
け
を
し
て
ね
。
も
ち

ろ
ん
、
最
低
一
つ
は
神
戸
に
ホ
ー
ル
を
作
る
と
い
う
の
が
前
提
で

す
け
ど
ね
。

伊
藤
音
楽
専
用
の
小
ホ
ー
ル
が
欲
し
い
と
い
う
の
は
、
も
う
加

年
も
前
か
ら
言
っ
て
い
る
ん
で
す
が
実
現
し
な
い
で
す
ね
。
ぜ
ひ

世
界
に
誇
れ
る
も
の
を
作
っ
て
欲
し
い
。
地
方
都
市
に
行
く
と
、

田
ん
ぽ
の
中
に
け
つ
こ
う
い
い
ホ
ー
ル
が
建
っ
て
い
て
び
っ
く
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
。

松
本
神
戸
は
黒
字
な
ん
だ
か
ら
作
る
べ
き
で
す
よ
。
で
き
な
い

は
ず
は
な
い
。
文
化
ホ
ー
ル
の
側
に
作
る
の
も
い
い
。

延
原
ホ
ー
ル
だ
け
と
い
う
の
が
無
理
な
ら
ビ
ル
の
中
で
も
い
い

ｌ
場
所
は
ど
こ
が
い
い
で
す
か
．

延
原
三
宮
中
央
区
役
所
の
辺
と
か
、
神
戸
駅
の
近
く
と
か
、
交

通
の
便
利
な
と
こ
ろ
で
も
け
つ
こ
う
ス
ペ
ー
ス
は
あ
り
ま
す
よ
。

’
と
こ
ろ
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
演
時
間
は
今
ほ
と
ん
ど
が

６
時
で
し
よ
。
せ
め
て
７
時
に
し
な
い
と
、
会
社
帰
り
の
お
客
さ

ん
に
は
早
す
ぎ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

延
原
そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
も
ス
タ
ッ
フ
の
労
働
上
の
問
題
な
ど

が
あ
る
ん
で
す
が
、
な
ん
と
か
改
善
し
な
い
と
ね
。

ｌ
神
戸
は
演
奏
活
動
の
場
と
し
て
ば
ど
う
で
す
か
．

松
本
大
阪
に
は
た
く
さ
ん
の
賞
が
あ
り
ま
す
が
、
神
戸
に
は
市

が
主
催
し
て
い
る
賞
が
あ
ま
り
な
い
。
あ
れ
ば
ム
ー
ド
が
出
て
く

る
ん
で
す
が
。

延
原
例
え
ば
賞
を
作
る
に
し
て
も
、
大
阪
が
秋
に
や
る
ん
だ
っ

た
ら
神
戸
は
春
に
や
る
と
か
、
京
阪
神
で
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
や

る
べ
き
で
す
ね
。
そ
う
す
れ
ば
長
続
き
し
ま
す
よ
。
賞
は
長
く
続

か
な
き
ゃ
意
味
な
い
で
す
か
ら
ね
。

松
本
そ
れ
か
ら
外
人
タ
レ
ン
ト
が
多
す
ぎ
る
。
そ
れ
で
人
が
来

れ
ば
い
い
が
来
な
い
で
し
よ
。

伊
藤
何
と
い
っ
て
も
ホ
ー
ル
と
、
備
え
付
け
の
楽
器
で
す
。
ガ

タ
ガ
タ
だ
と
外
に
向
か
っ
て
も
か
っ
こ
悪
い
で
す
よ
。
今
度
ス
タ

ン
ゥ
ェ
イ
ピ
ァ
ノ
の
展
示
販
売
所
が
神
戸
に
で
き
て
、
貸
し
出
し

も
し
て
く
れ
ま
す
の
で
利
用
し
た
い
で
す
ね
。

中
西
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
の
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
版
と
い
う
の
は
ど

１
６６
１

う
で
す
か
。
，

松
本
そ
れ
は
面
白
い
。
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
の
食
べ
歩
き
で
す
ね
。

ｌ
市
民
サ
イ
ド
で
い
ろ
い
ろ
企
画
し
た
い
で
す
ね
。
最
後
に

今
後
の
抱
負
や
提
案
な
ど
あ
り
ま
す
か
。

中
西
以
前
か
ら
考
え
て
い
る
ん
で
す
が
、
神
戸
周
辺
に
伝
わ
る

民
話
を
も
と
に
し
た
歌
を
作
り
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
地
元
の
Ｐ
Ｒ

に
も
な
り
ま
す
。

伊
藤
そ
れ
は
い
い
で
す
ね
。
歌
は
心
を
交
流
す
る
一
番
身
近
な

方
法
で
す
か
ら
。
小
さ
い
頃
覚
え
た
歌
は
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な

い
。
そ
う
い
う
歌
が
で
き
れ
ば
、
地
元
の
人
も
ふ
る
さ
と
神
戸
に

対
す
る
愛
着
が
増
す
と
思
い
ま
す
ね
。

松
本
オ
ペ
ラ
に
し
て
も
本
場
の
人
に
は
か
な
わ
な
い
し
、
生
き

残
る
道
は
創
作
オ
。
ヘ
ラ
し
か
な
い
。
神
戸
を
テ
ー
マ
に
し
た
創
作

オ
。
へ
ラ
を
作
り
た
い
で
す
ね
。

延
原
神
戸
は
外
か
ら
見
る
と
文
化
的
な
可
能
性
が
非
常
に
高
い

わ
け
で
す
。
市
も
商
売
が
う
ま
い
し
ね
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中

の
人
間
の
ア
イ
デ
ア
不
足
な
の
か
、
伸
び
そ
う
で
伸
び
な
い
。
一

つ
は
、
神
戸
の
人
っ
て
飽
き
っ
ぽ
い
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
外
部
か

ら
い
ろ
ん
な
音
楽
家
を
集
め
て
き
て
、
新
し
い
も
の
を
ど
ん
ど
ん

ぶ
つ
け
て
い
け
ば
活
性
化
す
る
と
思
う
。
こ
れ
が
虹
世
紀
の
神
戸

に
と
っ
て
最
も
必
要
な
こ
と
で
す
よ
。

ｌ
ニ
ュ
ー
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
の
劇
場
が
完
成
す
れ
ば
、

ま
た
新
し
い
音
楽
家
が
呼
べ
る
で
し
ょ
う
ね
。

井
上
昨
年
、
姫
路
の
美
術
館
で
リ
サ
イ
タ
ル
を
し
た
ん
で
す

が
、
向
こ
う
で
は
市
が
新
聞
に
広
告
を
出
し
て
人
を
集
め
て
い
る

ん
で
す
。
神
戸
市
も
そ
う
す
れ
ば
た
く
さ
ん
人
が
来
る
と
思
う
。

延
原
演
奏
家
が
チ
ラ
シ
を
配
っ
て
た
ん
じ
ゃ
ど
う
し
よ
う
も
な

い
（
笑
）
。

ｌ
そ
れ
は
い
い
ア
イ
デ
ア
で
す
ね
。
新
聞
や
亜
Ｖ
、
ラ
ジ
オ

な
ど
の
情
報
セ
ン
タ
ー
が
音
楽
ホ
ー
ル
と
結
び
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を
す

れ
ば
、
神
戸
の
音
楽
シ
ー
ン
も
大
き
く
飛
躍
す
る
で
し
ょ
う
ね
。

今
後
も
そ
う
い
う
ア
イ
デ
ア
を
ど
ん
ど
ん
提
案
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
プ
ラ
ン
・
ド
ゥ
・
プ
ラ
ン
に
て
）

年
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6７

田崎真珠㈱
取締役社長田幡俊作
神戸市中央区港島中町６－３－２

ＴＥＬ（0 7 8 ）3 0 2 - 3 3 2 1

㈱オールスタイル総本社
取締役社長川上勉

神戸市中央区港島中町６丁目５－１
ＴＥＬ（0 7 8 ）3 0 2 - 3 3 1 1

キャンペーン「国際文化都市神戸を考える」の
企画は以上２社の提供によるものです。
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日
本
列
島
を
縦
断

さ
ら
に
広
が
る
輪

屯霊
二
月
十
八
日
（
木
）
、
東
京
・
銀
座
東
武
ホ
テ
ル
で
「
日
本
タ
ゥ

則
ン
誌
協
会
」
の
設
立
総
会
が
開
か
れ
た
。

季
〃
地
方
の
時
代
″
が
喧
伝
さ
れ
て
か
ら
久
し
く
な
る
が
、
地
域
文

語
化
の
担
い
手
と
し
て
ダ
ウ
ン
誌
の
も
つ
役
割
が
最
近
と
み
に
高
く

》
評
価
さ
れ
て
来
て
い
る
・
今
回
の
日
本
タ
ウ
ン
誌
協
会
の
設
立
は
、

蝿
い
わ
ば
〃
一
国
一
城
″
意
識
の
強
い
ダ
ウ
ン
誌
が
、
個
々
の
殻
を

唾
破
り
、
時
代
の
急
激
な
変
化
、
時
代
の
多
様
な
要
請
に
応
え
る
べ

誌
く
、
大
同
団
結
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

動
そ
れ
は
、
Ｈ
全
国
の
主
要
都
市
を
結
ぶ
ダ
ウ
ン
誌
の
ネ
ッ
ト
ワ

人２
‐
ク
づ
く
り
、
口
情
報
交
換
、
研
究
交
流
な
ど
研
修
体
制
の
確
立
、

や
わ劫

伺
「
街
傘
つ
く
り
」
「
街
お
こ
し
」
な
ど
へ
の
積
極
的
提
案
、
凶
タ

池
ウ
ン
誌
の
体
質
の
強
化
と
地
位
の
確
立
な
ど
を
め
ざ
し
て
い
る
。

軸
無
論
か
よ
う
な
組
織
が
降
っ
て
湧
い
て
結
成
さ
れ
た
わ
け
で
は

真
な
い
。
過
去
十
年
間
、
年
一
回
、
各
地
で
「
全
国
タ
ウ
ン
誌
会

》
議
」
が
開
催
さ
れ
て
来
た
が
（
第
四
回
を
小
誌
が
神
戸
で
主
催
）

雲
そ
の
中
で
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性
が
提
起
さ
れ
、
満
を
持

都
し
て
の
発
足
と
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。

率
設
立
総
会
に
は
、
北
は
旭
川
（
北
海
道
）
か
ら
南
は
那
覇
（
沖

醒
縄
）
ま
で
の
的
タ
ウ
ン
誌
が
参
加
、
文
字
通
り
に
日
本
列
島
を
縦

舞
断
す
る
一
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
誕
生
し
た
。

ウタ
当
日
の
総
会
で
は
、
役
員
も
決
定
。
会
長
。
角
田
士
口
博
（
月
刊

武
州
路
Ｉ
浦
和
市
）
、
副
会
長
・
庄
山
章
信
（
月
刊
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
ー
福
井
市
）
、
理
事
長
・
小
泉
康
夫
（
月
刊
神
戸
っ
子
）
、
事
務

局
長
・
清
水
信
夫
（
マ
イ
奈
良
Ｉ
奈
良
市
）
各
氏
が
選
出
さ
れ
、

事
務
局
を
小
誌
編
集
室
に
お
く
こ
と
と
な
っ
た
。

総
会
の
後
の
記
者
会
見
で
は
、
今
回
の
日
本
タ
ウ
ン
誌
協
会
結

成
へ
の
期
待
感
か
ら
、
在
京
の
新
聞
社
な
ど
多
数
の
取
材
陣
の
参

角田今信t ，小泉理事長

’
6８

☆
日
本
タ
ウ
ン
誌
協
会
設
立
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錘

加
を
見
、
翌
日
の
新
聞
報

道
と
と
も
に
、
東
京
を
は

じ
め
様
々
な
と
こ
ろ
か
ら

小
誌
へ
問
い
合
わ
せ
が
殺

到
し
た
。

日
本
タ
ウ
ン
誌
協
会
で

は
、
当
面
、
次
の
諸
項
目

を
事
業
計
画
に
あ
げ
て
い

る
。Ａ

、
日
本
タ
ウ
ン
誌
会
議

唖

の
開
催
。

内
外
か
ら
有
識
者
を
招
き
、
地
域
活
性
化
や
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア

な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
る
。

Ｂ
、
機
関
誌
「
タ
ウ
ン
誌
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
（
仮
称
）
の
発
行
。

年
四
回
機
関
誌
を
発
行
。
会
員
の
提
案
発
表
や
意
見
交
換
の
場

☆日本タウン誌協会会員☆
郷土誌あさひかわ（旭川）モアあまがさき（尼崎）
ふるさと十勝( 帯広）明石新聞（明石）
会津嶺（あいずれ）（会津若松）上郡（かみごおり）民報

（赤穂）月干リ街こおりやま（郡山） マイ奈良( 奈良）
月刊ジョイフル( 北茨城） ＭＯＮＴＨＩＪＹアガサス( 和欽山）
タウン誌うつのみや( 宇都宮）隔月刊因島ジャーナル
みにむ（足利）（因島）

月刊ウェーブ( 下関）月刊うずまつこ（栃木）
月刊ＮＩＣＥＴＯＷＮ( 高松）月刊上州路( 高崎）
アットホームニュース月刊武州路( 浦和） 幸手( 幸手）月刊いちかわ( 市川)
タウンライフにいはま( 新居浜）

月刊ばすけっと（市川） 新郷土( 佐賀）月刊ｍｙふなぱし( 船橋） 月刊Ｌ、Ｌ〈宮崎）月刊江戸川春秋( 松戸） 郷土雑誌かごしま（鹿児島）月刊とも（度毛）（野田） 月刊タウン情報かごしま月刊おとなりさん ( 東京）（鹿児島）
月刊たかしまだいら（東京) 週刊ﾚ ｷ ｵ ( 那凋)
月刊日本橋 ( 東京）月刊神戸っ子 ( 神戸）
ハイ！石神井公園( 東京）月刊グットラック
月刊光が丘 ( 東京）ＴＯＹＡＭＡ ( 富山）
月刊ぼんじゆうる（東京）ヨコハマコレクション( 横浜）
月刊えくてびあん( 立川）K A N D A ルネッサンス( 東京）
週刊きちじょうじ( 武蔵野）新宿M a g a z i n e ( 東京）
月刊ちようふ｡ と一く（調布）あおもり草紙( 青森）
天竺南蛮‘情報( 調布）月刊P l e n t y ( 町田）
月刊タウン情報アイ。ラブかながわ ( 横浜）
ＭｙＣｉｔｙながおか（長岡）ぎんざＮＯＷ( 東京）
月刊P H O E N I X ( 福井）せんとらる江戸川( 東京）
ｍｙ信州 ( 長野）シティ情報月刊くるめ
月刊タウン情報いいだ （久留米）

（飯田）月刊りんかい春秋( 苫小牧）
季刊わがまち（富士宮）月刊S E N B A ( 大阪）
タウン誌知多つ子( 半田）季刊＆ａ（新潟）
しんぷる（伊勢）B i r d ' ｓＥｙｅ（吹田）
う一ばん ( 大津）月刊みと（水戸）
御堂筋 ( 大阪）月刊おあしす ( 金沢）
月刊ＴＯＷＮはりま（姫路）烏栖新聞く鳥栖）

と
す
る
。
内
外
か
ら
地
域
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
最
新
情
報
を
記
事

取
材
す
る
。

Ｃ
、
人
材
育
成
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
開
催
。

会
員
各
社
の
た
め
、
経
営
・
製
作
技
術
お
よ
び
関
連
事
業
な
ど

へ
の
研
蹟
の
場
と
し
て
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
す
る
。

Ｄ
、
会
員
の
共
同
取
材
に
よ
る
全
国
出
版
。

Ｅ
、
産
地
直
送
や
観
光
情
報
な
ど
地
域
で
発
生
す
る
情
報
の
全
国

ネ
ッ
ト
化
。

Ｆ
、
公
共
体
、
企
業
へ
の
情
報
提
供
な
ど
の
受
け
皿
と
す
る
。

Ｇ
、
地
域
文
化
振
興
の
た
め
の
提
言
・
協
力
。

Ｈ
、
「
街
お
こ
し
」
人
材
バ
ン
ク
の
設
置
な
ど
。

今
後
、
同
会
は
引
き
続
き
各
地
の
タ
ウ
ン
誌
に
入
会
を
働
き
か

け
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
対
外
活
動
を
展
開
し
て
行
く
。

今
、
ダ
ウ
ン
誌
の
新
し
い
時
代
が
始
っ
た
。

蕊営

6９

設立総会での模様

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m




